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 第 3章（研究 1）では、22名の成人を対象に上衣着衣の所要時間測定の信頼性を検討した。 
 第 4 章（研究 2）では、急性期病院入院中の脳卒中患者 518名を対象に着衣自立度に関連する因
子を検討した。 
 第 5章（研究 3）では、リハビリテーション病院に入院した 165名の脳卒中患者を対象に発症 5-
6ヶ月の着衣自立度に関連する身体・認知機能、着衣動作能力の予測因子を検討した。 
 第 6 章（研究 4）では、急性期病院入院中有の脳卒中患者 167 名を対象に脳卒中入院患者の着衣
自立に必要な着衣所要時間の水準を検討した。また、看護師 22名を対象に介助者が介助せずに着衣
動作を待てる時間を検討した。 
 第 7章（研究 5）では、在宅の脳卒中患者 51名を対象に在宅の脳卒中患者の着衣自立に必要な着
衣所要時間の水準を検討した。 
  第 8章（研究 6）では、脳卒中患者 14名を対象に衣類の違いによる着衣所要時間，着衣困難感の
相違を検討した。 




  相対信頼性、絶対信頼性の両者が示された。また、1人の検者が 1回測定を行うことで信頼性 
  を保証できることが示された（研究 1）。 
２．脳卒中患者の着衣自立度に関連する因子は、ロジスティック回帰分析の結果、年齢、着衣所要 
  時間、意識レベル、注意障害の有無が独立して影響していた。量的な検討により着衣所要時間 
  が着衣の自立度に影響することが示された（研究 2）。 
３．脳卒中患者の発症 6ヶ月後の着衣自立度に関連する身体・認知機能、着衣動作能力の予測因子 
  は、発症 2週目の年齢、上肢麻痺、半側空間無視の有無、着衣動作能力であった。発症早期か 
  ら着衣動作能力はその後の自立度を規定する因子であることが示された（研究 3）。 
４．脳卒中入院患者の着衣自立に必要な着衣所要時間の水準は ROC曲線の結果から、180秒以内で 
  あった。また、介助者の介助せずに着衣動作を待てる時間は、90秒であった。入院期の脳卒 
  中患者の着衣自立度は一定の所要時間の水準により規定されることが示された（研究 4）。 
５．在宅の脳卒中患者の着衣自立に必要な着衣所要時間の水準は、210秒であった。在宅の脳卒 
  中患者の着衣自立度は一定の所要時間の水準により規定されることが示された（研究 5）。 
６．衣類の違いによる着衣所要時間は、前開きシャツとかぶりシャツの間で有意な差があり、衣類 
  のサイズによる差はなかった。また、着衣困難感は、衣類の形態による差はなかった。衣類の 
  形態により着衣所要時間は変化しうることが示された（研究 6）。 
７．脳卒中患者の着衣所要時間の短縮方法は、研究 4で示された着衣自立に必要な着衣所要時間の 
  水準を目標値として設定した練習により、身体機能障害を呈した対象者の着衣所要時間は短縮 
  し、自立度が向上した。着衣所要時間を目標値として着衣所要時間の短縮を図る方策の有効性 





















平成 31年 1月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
